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【
う
ら
へ
続
く
】

憲
法
公
布
77
年

ガ
ザ
停
戦
を
　
憲
法
と
平
和
外
交
の
出
番

　
　
　
　
　
国
会
前
に
４
０
０
０
人

　

日
本
国
憲
法
が
公
布
さ

れ
て
77
年
の
３
日
、
東
京

国
会
正
門
前
ほ
か
全
国
各

地
で
憲
法
を
生
か
し
た
社

会
の
実
現
を
求
め
る
集
会

や
宣
伝
、
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
国
会
前
に
は

市
民
と
野
党
国
会
議
員
な

ど
４
０
０
０
人
が
、「
戦
争

反
対
」「
憲
法
生
か
し
て
暮

ら
し
を
守
ろ
う
」
と
コ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
し

た
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
の
藤
本
泰
成
共
同
代

表
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、

パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
紛
争
を

止
め
る
た
め
、「
世
界
が
考

え
な
く
て
は
い
け
な
い
の

は
平
和
主
義
の
具
現
化
だ
。

報
復
で
な
い
努
力
が
必
要

だ
」
と
強
調
。

　

日
本
共
産
党
の
小
池
晃

書
記
局
長
は
、
国
連
総
会

で
ガ
ザ
の
人
道
的
休
戦
決

議
に
「
棄
権
」
し
た
日
本

政
府
を
批
判
し
、「
平
和
的

生
存
権
と
戦
争
放
棄
を
宣

言
し
た
憲
法
と
平
和
外
交

の
出
番
だ
」
と
強
調
。
岸

田
政
権
２
年
間
の
軍
事
予

算
２
・
５
兆
円
増
を
告
発

し
、
暮
ら
し
も
平
和
も
財

政
も
危
機
に
さ
ら
す
大
軍

拡
を
止
め
よ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

国
立
大
学
法
人
法
改
悪

政
府
関
与
の
「
運
営
方
針
会
議
」
を
新
設

　
大
学
自
治
破
壊
・
大
学
支
配
へ
暴
走

　

学
術
へ
の
政
治
介
入
に

つ
な
が
る
国
立
大
学
法
人

法
改
悪
案
が
10
月
31
日
、

国
会
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

東
大
、
京
大
な
ど
の
国
立

大
学
に
新
た
な
合
議
体

「
運
営
方
針
会
議
」の
設
置

を
義
務
づ
け
、
中
期
計
画
、

予
算
な
ど
の
最
終
決
定
権

を
移
管
し
ま
す
。
学
長
選

考
に
も
強
大
な
権
限
を
持

ち
ま
す
。

　
「
運
営
方
針
会
議
」
は
、

３
人
以
上
の
委
員
と
学
長

で
構
成
さ
れ
、
委
員
の
選

定
は
文
部
科
学
相
の
承
認

事
項
と
な
り
、
大
学
の
人

選
を
政
府
が
拒
む
こ
と
も

可
能
な
仕
組
み
で
す
。

　

現
在
、
重
要
事
項
の
最

終
決
定
権
は
学
長
に
あ
り
、

決
定
前
に
学
長
と
理
事
で

構
成
す
る
役
員
会
で
の
議

論
が
必
要
で
す
。
改
悪
案

で
は
、
決
定
権
は
「
運
営

方
針
会
議
」
に
移
り
、
学

内
の
審
議
は
無
し
に
独
断

で
決
め
ら
れ
ま
す
。
政
府

の
息
の
か
か
っ
た
少
数
者

に
よ
る
大
学
支
配
に
道
を

開
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
紛

争
。「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃

は
ひ
ど
い
。
食
料
や
飲
料

水
な
ど
の
搬
入
口
を
絶
ち
、

病
院
や
難
民
キ
ャ
ン
プ
へ

の
爆
撃
を
し
て
い
る
」「
子

ど
も
達
が
た
く
さ
ん
死
ん

直
面
と
声
明
を
発
表
、
停

戦
を
訴
え
た
」「
世
界
各
地

で
ガ
ザ
地
区
へ
の
攻
撃
の

中
止
と
即
時
停
戦
を
求
め

て
行
動
が
起
き
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ 

Ｒ
＆
Ｄ
フ
ォ

ー
ラ
ム
開
催
（
14
～
17

日
）。「
今
年
３
月
に
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
Ｉ
Ｗ
Ｏ

Ｎ
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
、
要

素
技
術
や
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
版
Ａ

　

大
学
に
お
け
る
教
育
と

研
究
は
、
そ
の
時
々
の
政

府
か
ら
一
定
の
距
離
を
保

ち
独
立
し
て
営
ま
れ
る
こ

と
が
、
自
立
し
た
人
を
育

成
し
、
ま
た
学
問
の
発
展

に
結
び
つ
き
ま
す
。
今
回

の
法
改
正
は
そ
れ
に
逆
行

す
る
も
の
で
す
。

Ｉ
技
術
を
中
心
に
展
示
と

講
演
が
あ
る
」「
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
も
あ
る
」「
関
係
部

門
は
忙
し
い
」

で
い
る
」「
２
日
、国
連
人

権
理
事
会
特
別
報
告
者
が

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
危
機
に
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

世
界
各
地
で
抗
議
デ
モ

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
今
す
ぐ
と
め
ろ

　
　

×　
　
　
　

×

　

神
田
憲
次
財
務
副
大
臣

の
税
金
滞
納
問
題
。「
固
定

資
産
税
を
滞
納
。
４
回
も

差
し
押
さ
え
を
受
け
て
い

た
」「
こ
う
い
う
人
が
財
務

副
大
臣
と
は
あ
き
れ
る
。

即
刻
辞
任
す
べ
き
だ
」「
岸

田
首
相
の
任
命
責
任
も
重

大
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

岸
田
政
権
の
支
持
率
低

迷
。「
朝
日
新
聞
で
は
29
％

に
ま
で
低
下
し
た
」「
物
価

高
対
策
や
子
ど
も
政
策
も

場
当
た
り
だ
」「
国
会
質
疑

で
も
岸
田
首
相
は
肝
心
な

点
は
は
ぐ
ら
か
し
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

９
月
の
実
質
賃
金
８
ヵ

月
連
続
減
。「
物
価
上
昇
に

賃
金
が
追
い
付
い
て
い
な

い
」「
大
企
業
は
大
幅
賃
上

げ
に
応
じ
る
べ
き
だ
」「
消

費
税
を
下
げ
る
こ
と
が
一

番
の
物
価
高
騰
対
策
に
な

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
11

週
連
続
で
増
加
。「
１
定
点

医
療
機
関
あ
た
り
の
患
者

数
は
全
国
で
21
・
13
人
と

な
っ
た
」「
埼
玉
県
は
警
報

基
準
レ
ベ
ル
の
34
・
84
人

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー

ズ
、阪
神
が
優
勝
（
５
日
）。

「
38
年
ぶ
り
２
回
目
。関
西

対
決
を
制
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
11
月
に
入
っ
て
も
暖

か
く
、
富
士
山
の
雪
が
溶

け
た
と
か
」「
11
月
中
旬
か

ら
は
一
気
に
寒
く
な
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
奥
多
摩
御
岳
山
の
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
で
紅
葉
が
見

ら
れ
る
。
11
月
中
旬
が
見

頃
だ
」

九条科学者の会 18周年のつどい
岸田政権の政治と憲法情勢

１１月１９日（日）13：00 ～ 16：30
会場：文京シビックセンター５階区民会議室 C
      （オンライン定員 90 名）

講演 1：外国人の権利について考える　
　　　　　高佐知美さん（青山学院大学・憲法学）
講演 2：憲法審査会と明文改憲の策動
　　　　　田中　隆さん（弁護士）
主催：九条科学者の会

米ワシントン４日「イスラエル支援に抗
議、即時停戦を」数万人集会

独ベルリン４日「いますぐ停戦を」集会
とデモ８５００人以上

メキシコ「今すぐジェノサイドやめろ」
デモ行進

インドネシア・ジャカルタ「パレスチ
ナを守る大行動」数万人

東京・渋谷 10 日「戦争やめろ」「大虐殺やめよ」
４０００人

25％賃上げ暫定合意
     全米自動車労組　
        スト終結

　

全
米
自
動
車
労
組
は
10

月
30
日
、ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー

タ
ー
ズ
（

GM
）
と
新
た
な

労
働
協
約
で
暫
定
合
意
に

至
っ
た
と
発
表
。
６
週
間

に
及
ん
だ
史
上
初
と
な
る

GM
、
フ
ォ
ー
ド
・
モ
ー

タ
ー
、
ス
テ
ラ
ン
テ
ィ
ス

の
３
社
に
よ
る
最
高
５
万

人
近
く
に
上
る
一
斉
ス
ト

ラ
イ
キ
が
終
結
し
ま
し
た
。

　

暫
定
合
意
は
、
生
活
費

高
騰
に
合
わ
せ
た
手
当
を

支
給
し
、
４
年
半
で
25
％

賃
金
を
引
き
上
げ
ま
す
。

初
任
給
は
70
％
増
の
時
給

30
ド
ル
と
な
り
、
派
遣
社

員
は
最
高
１
１
５
％
の
賃

上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

労
組
は
「
歴
史
的
な
合

意
で
、
労
働
者
は
記
録
的

な
経
済
的
進
歩
を
勝
ち

取
っ
た
」
と
強
調
し
ま
し

た
。


